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Ⅰ　はじめに

　現在，我が国の障害児教育は，国連の「障害者の権利に関する条約」など世界的なインクルーシブ

教育への動向を受けて，特別支援教育からインクルーシブ教育へと少しずつ改革が進められている。

例えば，中央教育審議会（2012）の「共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システム構築のた

めの特別支援教育の推進（報告）」では，インクルーシブ教育を段階的に進め，小・中学校における

通常の学級，通級による指導，特別支援学級，特別支援学校など連続性のある「多様な学びの場」を

用意しておくこと，インクルーシブ教育システムを構築するために，すべての教員は，特別支援教

育に関する一定の知識・技能を有していることを求めている。さらに，中央教育審議会答申（2015）

の「これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について」における「（４）新たな教育課題に

対応した教員研修・養成」では，「発達障害を含む特別な支援を必要とする幼児，児童， 生徒に関す

る理論及び指導法について，教職課程に独立した科目として位置付け」ることが指摘されている。イ

ンクルーシブ教育を着実に推進するために，今後，教員養成大学は，全ての学生にインクルーシブ教

育を担える力量を育成していかなければならない。本研究ではインクルーシブ教育を見据えた教員養

成内容の段階を図１のような基礎，初級，中級，上級の４段階に区分し，それぞれの教育プログラム

を開発することを目的として研究を進めてきた（磯貝他, 2013;磯貝他, 2014；磯貝他, 2015；磯貝

他, 2016；磯貝他, 2017；鳥海他, 2013；鳥海他, 2014a；鳥海他, 2014b；鳥海他, 2014c；鳥海

他, 2015a；鳥海他, 2015b；鳥海他, 2016；鳥海他, 2017）。今回は，基礎プログラムについて検討す

るために行った中学校教員へのニーズ調査の結果について報告する。

図１　学部から大学院までの教員養成プログラムの段階
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（１）基礎プログラム：教員として持つべきインクルーシブ教育の基礎的な知識を高めるために，障害

の理解や支援の基本を学ぶプログラムで，教員養成課程のすべての学生が学ぶ。

（２）初級プログラム：既に通常の学校の教員免許状を取得している者や現職教員を対象に，授業のユ

ニバーサルデザインや多様な児童生徒を含む学級経営，個別的な配慮，チームティーチングな

ど，通常の学校における支援の方法を具体的に学ぶプログラムであり，現行の特別支援学校教諭

１種免許状を取得する特別支援教育特別専攻科で行う。幼稚園・小学校・中学校・高等学校の特

別支援教育コーディネーターの養成については初級プログラムに含める。

（３）中級プログラム：特別支援学校教諭免許状取得のための養成コースに所属する学部学生を対象

に，特別支援学校のセンター的機能のうち，近隣の幼稚園・保育所・学校や保護者への教育相談

の方法を中心に学ぶ。

（４）上級プログラム：既に特別支援学校教諭１種免許状を取得した者や，特別支援学校の現職教員を

対象に，特別支援学校のセンター的機能のうち，支援先の校内委員会の活性化や個別の教育支援

計画，個別の指導計画の作成，事例検討会の方法など通常の学校に勤務する教員の実践力を向上

させる，巡回による支援方法について特別支援学校教諭専修免許状を取得する特別支援教育特別

専攻科および大学院で学ぶ。

Ⅱ　目的

　本報告では，中学校教員のインクルーシブ教育に関するニーズを明らかにすることを目的とする。

Ⅲ　方法

１　調査対象

　Ａ市内の中学校教員274名に調査票を配布し，182名の調査票を回収した（回収率66.4％）。その内 

通常学級担任は132名であったが，特別支援学級等での障害生徒の指導経験や特別支援教育コーディ

ネーターの経験が無く，特別支援学校教諭免許状を保有していない教員41名を分析対象とした。基本

情報を表１に示す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　  表１　中学校の教員　　　　　　　　　　　　　  　（41名）

平　均 範　囲 標準偏差

年　　　　齢 43.3歳 27 ～ 56歳 8.01

教員経験年数 20.5年 3 ～ 32年 8.77

２　手続き

（１）調査内容：回答者の基本情報・交流及び共同学習・障害生徒を含む学級の担任・教員がインク

ルーシブ教育を行うために必要と思われる事柄・インクルーシブ教育を見据えた教員養成に必要

な科目や学習内容，他

（２）調査期間：20XX年６月下旬～８月下旬

	 学校を訪問して調査票を留め置き，３週間以内に返送するよう依頼した。

（３）倫理的配慮：調査にあたって，個人が特定されないこと，得られたデータを調査目的以外で使用

しないこと，調査協力は任意であることなどを明示した。

Ⅳ　結果と考察

１　特別支援教育に関する研修の受講状況

　図２に示されたように，特別支援教育に関する研修を過去５年以内に受講した教員は全体の３分の

１程度であった（13名（32％））。鳥海他（2016）が報告した中学校の特別支援学級経験者では約８割

の教員が参加しており，それに比べると，通常の学級のみを担当してきた教員の研修参加度は低かっ

た。
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２　交流及び共同学習の経験（複数回答）

　28名（68％）の教員が交流及び共同学習の経験をもっていた。図３のように，交流及び共同学習の

機会は，授業，行事，給食などの機会に行われることが多く，頻度は図４に示されたように「週１～

数回（39％）」，次いで「毎日実施している（32％）」が多かった。課題としては，「個々への関わりがわ

からない」「他の生徒との関わりが難しい」「教職員間の情報の共有や共通認識がもちにくい」が挙げら

れた。

図２　特別支援教育に関する研修の受講状況の割合

図３　交流及び共同学習の機会(複数回答)

図４　交流及び共同学習の頻度
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３　障害生徒を含む学級の担任経験

　39％の教員が障害生徒を含む学級の担任を経験していた。障害種は多様であり，図５に示されたよ

うに，知的障害，学習障害，情緒障害が多かった。障害のある児童を支援する上で最も困難なことは，

「集団行動」が最も多く，次いで「仲間関係」や「教科指導」が挙げられた。これらの生徒への支援の

工夫としては，生徒の実態に合わせた教材や学級経営の配慮が行われていた。当番活動等では他の生

徒と対等の対応を心掛けているとの意見もあった。

４　教師がインクルーシブ教育を行うために必要な事柄

　教師がインクルーシブ教育を行うために必要な事柄14項目について５件法で回答を求め，５点を最

高得点（非常にそう思う）として点数化した。その結果，最も必要とした事柄は，「②多様な障害に関

する知識と理解」，｢③教科指導の具体的な方法・技能｣，次いで「⑩保護者理解や相談の知識や技能」

や「⑪他機関との連携や運用の仕方」であり，さらに「⑬多様な子供を含む学級経営の仕方」,「⑭校内

支援体制の効果的な運用の仕方」，「⑥生徒の実態把握の技能」であった。これら上位７項目は4点以上，

それ以外の項目も3.5点以上と高く，全体的に必要とされる項目が多かった。

表２　教師がインクルーシブ教育を行うために必要な事柄

必要な事柄 平均 (範囲) 標準偏差

① インクルーシブ教育の理念の理解 3.90 (2-5) 1.05

② 多様な障害に関する知識と理解 4.20 (2-5) 0.86

③ 教科指導の具体的な方法・技能 4.20 (3-5) 0.83

④ 個別の指導計画の立て方 3.85 (3-5) 0.81

⑤ 個別の教育支援計画の立て方 3.88 (2-5) 0.86

⑥ 生徒の実態把握の技能 4.05 (3-5) 0.85

⑦ 心理学に関する知識 3.80 (2-5) 0.92

⑧ 医学に関する知識 3.51 (2-5) 0.94

⑨ 福祉に関する知識 3.61 (2-5) 0.88

⑩ 保護者理解や相談の知識や技能 4.17 (2-5) 0.82

⑪ 他機関との連携や活用の仕方 4.15 (2-5) 0.81

⑫ ＴＴの効果的な運用の仕方 3.83 (2-5) 0.82

⑬ 多様な子どもを含む学級経営の仕方 4.12 (2-5) 0.89

⑭ 校内支援体制の効果的な運用の仕方 4.12 (2-5) 0.86

回答：「５点：非常にそう思う」，「４点：少し思う」，「３点：思う」，「２点：あまり思わない」，「１点：全く思わない」

図５　担任をした生徒の障害種(複数回答)
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５　障害の重い生徒を受け入れることへの意見と必要な支援

　図６に示されたように，障害の重い生徒を受け入れることへの意見は，「どちらとも言えない(59％)」

が最も多く,「反対(24％)」,「賛成（５％）」，「わからない(７％)」であった。小学校の特別支援学級

教員に対する調査では，「どちらとも言えない(63％)」，「反対(18％)」，「賛成（13％）」であった（鳥

海他, 2017）。また，中学校の特別支援学級教員に対する調査結果では，賛成はなく，60％が「どちら

とも言えない」，30％の教員が「反対」と回答した（鳥海他，2016）。いずれも「どちらでもない」とす

る回答が多かった理由は，支援体制や環境の整備状態など受け入れ態勢の影響も大きく，直ちに賛成

するとは言い難いとするものであった。受け入れる際に必要な支援について，第１位では「③特別支

援学級や通級指導教室との併用」「⑩特別支援学校教員の巡回」「①専門的知識や技能を有する教員の配

置」の順に多く，第２位では「③特別支援学級や通級指導教室との併用」，次いで「④教員の研修」と

「⑩特別支援学校教員の巡回」が同数であり，「①専門的知識や技能を有する教員の配置」の順に多かっ

た。第３位では，「④教員の研修」次いで「①専門的知識や技能を有する教員の配置」，「③特別支援学

級や通級指導教室との併用」と「⑩特別支援学校教員の巡回」が同数だった。以上のように， 障害の

重い生徒を受け入れる際には「①専門性の高い教員」，「③特別支援学級や通級指導教室との併用」，「⑩

特別支援学校教員の巡回」が強く求められていた。

　　　　　　　　　　　表３　障害の重い生徒を受け入れるために必要な支援　　　　　　　（人数）

必要な事柄 第１位 第２位 第３位

① 専門的知識や技能を有する教員の配置 5 5 8

② 複数担当教員制 3 3 1

③ 特別支援学級や通級指導教室との併用 19 9 5

④ 教員の研修 2 7 9

⑤ 福祉関係機関との連携 1 2 2

⑥ 医療機関との連携 0 0 1

⑦ 看護師の配置 0 1 0

⑧ 理学療法士や作業療法士の巡回 1 2 3

⑨ 保護者の付き添い 1 2 3

⑩ 特別支援学校教員の巡回 6 7 5

⑪ その他 0 0 1

無記入 3 3 3

図６　受け入れの意見の割合
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６　今後，教員養成のカリキュラムに必要な科目や学習内容等への意見

　インクルーシブ教育を見据えた教員養成に必要な科目や学習内容についての意見を自由記述で求め

た。それらについて鳥海他（2016）を参考に，「専門的知識」，「指導方法」，「必修化」，「教育実習等」，

「その他」に区分した。その結果, 中学校教員にも特別支援教育の「専門的知識」を必要だとする意見

が多かった。さらに，多様な障害に対応するために，充分な臨床経験や関係機関との連携の仕方を学

ぶことの重要性を指摘する意見もあった。また，インクルーシブ教育という用語が「学校現場に浸透

していない」「よくわからない」という現実的な問題も指摘された。また，「教員が医学的知識を学ぶよ

り医学系の学生が学校現場で働けるような制度を求む」という意見もあった。小学校や中学校の特別

支援学級教員を対象とした調査でも，教員すべてが特別支援学級を担当することを前提に，特別支援

教育を学ぶべきだとの意見もあった（鳥海他，2017；鳥海他, 2016）。以上、教員養成カリキュラムに

おいて特別支援教育関連科目の必修化の実現が早急に望まれる。鳥海他（2016）では，「定期又は長期

において関わる経験」，「特別支援学級での教育実習」，「介護等体験実習（障害児との臨床体験）の増加」

「特別支援学校での教育実習」などの意見があった。同様に今回の調査においても，大学生が教育実習

や教育ボランティアなど，障害のある児童生徒との関わりを通して学ぶことを希望する意見がみられ

た。今後，大学の講義による学習だけではなく，介護等体験実習や教育実習，教育ボランティアなど

障害児との臨床経験の機会についての拡充が望まれる。

（本研究は平成25-28年度 JSPS科学研究補助金基盤研究（C）課題番号25381302によって行われた研究

の一部であり，日本特殊教育学会第55回大会でポースター発表を行った研究を修正，加筆したもので

ある。なお，磯貝順子は鳥海順子の学会ネームである。）
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